
団体名： あま市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.3 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 78.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.5 ％） （達成度 87.1 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 85.0 ％） （達成度 142.9 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｃ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新規委託もあり、
委託事業所数は微
増となった。労働
保険制度説明及び
加入促進を行い、
委託事業所数の確
保に努めたい。

目標
数値

190
実績
数値

191
目標
数値

指標

労働保険に関する委託事
務を通じて国・県の各種
労働施策の普及及び利用
促進に繋がった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主の委託を受けて、労働
保険料の申告納付その他の労
働保険、一人親方に関する各
種の届出等の事務手続きを行
うことにより、中小事業主の
事務の負担を軽減し、労働保
険の適用促進及び労働保険料
の適正な徴収を図ることを目
的とする。

委託事業所数　191事業所

委託事業所

指標

委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

会員事業所への福
利厚生事業として
毎年実施してお
り、健全な企業を
育むためにも重要
な事業である。

目標
数値

80
実績
数値

81
目標
数値

指標

小規模事業者及びその従
業員を対象とした健康診
断を実施し、健康維持増
進と安定的な企業運営の
充実に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

福利厚生事業

一年に一回健康診断を受ける
ことが法で義務付けられてい
るが、小規模事業者等におい
ては、受診する機会が少な
い。そこで、商工会が主体と
なり、受診機会を提供するこ
とにより健康増進をし、安定
的な企業経営を促進すること
を目的とする。

健康診断開催回数　6回
参加事業所数
　　　　81事業所　409名

小規模事業者

指標

参加事業所数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も、各部会事
業を通して、商工
業者の販路拡大並
びに経営力向上に
努める。
満足度及び必要性
の評価向上のた
め、さらなる事業
啓発に努めたい。

○

目標
数値

10
実績
数値

8
目標
数値

商業部会フェア出店事業所
数

指標

工業部会フェア出展事業所
数

商業部会では、ジブリ
パークで開催されたマル
シェに出店する事業者を
募り、出店の支援にあ
たった。
工業部会では、メッセナ
ゴヤへの出展を行い、販
路拡大に貢献することが
できた。

総
合
評
価

Ｂ

2
実績
数値

2

部会・委員会事業

商業・工業などの各部会活動
及び委員会活動を行い、参加
企業の発展に資することを目
的とする。

事業等参加者
・ジブリパーク出店
　　　　　　１事業所 8回
・メッセナゴヤ出展
　　　　　　　2事業所 小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も従来どおり
事業を実施し、よ
りよい青年経営者
としての資質向上
と、商工業に携わ
る女性としての必
要な教養育成に努
める。

目標
数値

100
実績
数値

85
目標
数値

70

指標

女性部事業の参加者数
各種事業の企画・運営を
通じて企画力や事業遂行
能力など青年経営者とし
て必要な資質を身につけ
ることができた。
また、商工業に携わる女
性として必要な教養・資
質の育成に繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100

青年部・女性部事
業

青年部・女性部での交流や社
会活動を通じて地域と関りを
持つことにより、地域社会の
発展に寄与するとともにこれ
からの地域社会を担う人材を
育てる。

・青年部事業
　各種事業参加人数　 85人
・女性部事業
　各種事業参加人数　100人

青年部員
女性部員

指標

青年部事業の参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

国や県から出され
る各種施策を注視
し、事業者のニー
ズにあった講習会
開催に努める。
来年度は税務署と
の調整のうえ、個
別講習会の開催数
を減らすため目標
値を引き下げる。

○

目標
数値

310
実績
数値

330
目標
数値

70

指標

集団講習会参加者数
各種施策普及や制度改正
に併せて講習会を開催
し、より一層事業者の
ニーズに沿った内容にす
ることで小規模事業者の
支援に努めることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

61

講習会事業

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとっ
ての必要な経営、経理、金
融、労働、税務等の知識習得
や時事的な問題についての啓
蒙を図り、事業者の資質の向
上と事業運営に資することを
目的とする。

・個別講習会
　開催回数　　　　 22回
　参加者人数　　　330人
・集団講習会
　開催回数　　　　  8回
　参加者人数　　　 61人

　　　 　計　30回　391人

小規模事業者

指標

個別講習会参加者数

記帳指導は経営指
導等その他の指導
の端緒ともなる事
業であり、適正な
決算申告をするた
めに今後も継続し
て重点的に取組む
ことが必要であ
る。

目標
数値

2,250
実績
数値

1,772
目標
数値

実績
数値

適正な帳面管理と税務申
告に結び付くよう記帳指
導を行い、日ごろから計
数感覚を養うことができ
た。また、継続して記帳
指導することにより経営
数値の分析を行い、経営
力の向上に努めた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導事業

個人事業主等を対象に正しい
記帳方法の指導を行い、経理
の自計化による計数管理と経
営数値の分析による経営力の
向上と適正な税務申告に結び
つける。

・指導対象者数　 　145人
・指導延日数　　　 850日
・指導延回数　   1,772回

小規模事業者
（個人事業

者）

指標
記帳指導延回数

指標

目標
数値

1,200
実績
数値

1,623
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も日々変動す
る経済情勢を注視
し小規模事業者が
必要とする支援を
迅速かつ的確に提
供できるよう情報
収集に努めること
が必要である。引
き続き職員間で情
報を共有するなど
して効率的かつ重
点的な支援に努め
たい。

○
巡回・窓口相談指
導事業

小規模零細企業を中心に、職
員が事業所へ訪問し、国・県
の小規模企業施策の普及利用
促進を図るとともに、窓口や
巡回相談により経営力向上・
経営革新など専門家派遣によ
る支援、融資等の金融相談、
申告時期の税務相談、労務相
談等企業経営全般について
様々な相談指導をすることに
より経営基盤の強化を図り、
地域経済の安定的発展を目指
す。

・巡回窓口指導実企業数
　　　　　　　　 960社
（巡回598社、窓口362社）
・巡回窓口指導延件数
               1,623社
（巡回800社、窓口823社）
・課題解決提案件数 40件
・小規模事業者持続化補助
  金申請件数　     26件
・特定創業支援及び情報
　照会
・斡旋事業所数　9事業所
・経営革新計画承認件数
　　　　　　　　　　1件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

巡回や窓口指導を通じ、
国や県、市の各種施策支
援等を積極的に行い、小
規模事業者の経営改善支
援に努めた。
企業診断など、事業者の
課題解決提案を行い、経
営改善に繋げることがで
きた。

実績
数値

40

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： あま市商工会

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 77.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 146.7 ％） （達成度 80.0 ％） Ａ Ａ 上げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 133.9 ％） （達成度 106.7 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も青年部員等
のニーズに合った
研修会を開催する
ことで、満足度の
高い研修内容とな
るよう検討してい
きたい。定年等に
より部員が減少し
ていく中、円滑に
事業遂行するため
には青年部活動を
ＰＲしていく必要
があるため、継続
して部員増強委員
会を開催し、新部
員の加入に繋げて
いきたい。

目標
数値

70
実績
数値

93.7
目標
数値

30

指標

参加者人数（研修会）

青年部員の経営資質向上
及びコミュニケーション
能力向上の研修会は非常
に満足度の高い研修と
なった。全国大会・主張
発表大会に参加し各ブ
ロックを代表する事例を
傾聴することで若手経営
者としてのスキルアップ
の一助となった。
青年部部員募集のため、
部員増強冊子の制作をす
るなど増強活動を行った
結果、2４名の新部員加入
に繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

32

若手後継者等育成
事業

若手後継者の資質向上及びコ
ミュニケーション能力向上を
図るため、研修会を開催す
る。
また、青年部長を始めとする
青年部幹部が青年部全国大
会・交流会等へ積極的に参加
し、若手経営者としてのスキ
ルを身につける機会を創り、
青年部員全体の資質向上を図
る。
青年部活動の認知度が低く、
周知活動が行き届いていない
現状を鑑み、部員増強委員会
を開催するなど、周知活動を
積極的に実施し、新部員の加
入促進を行う。

・研修会
　令和7年7月22日（水）
　 満足度調査
　 満足度　91.2％
　 参加者人数　37名
・研修会
　令和8年2月15日（日）
　 満足度調査
　 満足度　96.2％
　 参加者人数　26名
参加者数満足度調査の実績数
値はともに研修会２回の平均
値
・商工会青年部全国大会
　令和7年11月26日（水）～
　27日（木）
 　参加者人数　3名
・新部員加入促進
　部員増強委員会　毎月
　新部員加入数　24名

小規模事業者

指標

満足度（研修会）

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

イルミネーション
事業は、あま市の
風物詩として定着
化しており、欠か
せない事業となっ
ている。今後も本
事業を通じてより
地域商工業者の発
展並びに地域振興
に寄与していきた
い。
来年度は商工祭の
開催を検討してお
り、市内の事業所
に出店を促し、新
規顧客獲得及び地
域活性化に繋げた
い。

目標
数値

15
実績
数値

22
目標
数値

10

指標

市内催事への出店事業所数

今年２１回目を迎えたイ
ルミネーションフェスタ
を開催し、地域の魅力を
広く市内外に発信する場
を提供したほか、会員事
業所並びに地域住民とと
もに創り上げることで地
域貢献や商工業発展のた
めの一助となり、地域連
携強化と地域活性化に繋
がった。
また、市内催事への出店
を後押しし、事業者の新
規顧客獲得機会の創出及
び地域活性化に繋げるこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

8

地域産業活性化事
業

・イルミネーション
イルミネーション事業で取付
作業を地域住民（小規模事業
者を含む）とともに行い、事
業を行うことと作り上げるこ
との感動を分かち合うことに
より地域住民の地域離れを防
ぎ、地域の活性化に結びつ
く。また、点灯式当日には飲
食ブースを設け、地域住民、
小規模事業者、商工会の連携
強化を図ることを目的とす
る。
・市内催事への出店
販売促進等の支援を必要とす
る事業者に対し、市内催事へ
の出店を後押しするととも
に、側面的支援を実施するこ
とで、新規顧客獲得及び地域
の活性化に繋げることを目的
とする。

・イルミネーション
　取付作業期間
　令和7年9月～点灯式前日
　点灯期間
　令和7年11月29日（土）～
　　　令和8年1月3日（土）
　点灯時間
　　　午後5時～午後10時
　出店事業所数　22事業所

・市内催事への出店
　あまのわ出店　 8事業所

小規模事業者
及び市民、近
隣市町村住民

指標

イルミネーション出店事業
所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会事業として必
要な研修会や講習
会等を開催し、商
工業の発展や組織
強化、会員相互交
流に繋がるよう事
業者のニーズに応
えながら対応して
いきたい。

目標
数値

40
実績
数値

31
目標
数値

指標

個別税務相談会、視察研
修会を開催し、事業者支
援に繋げることができ
た。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青色申告部会事業

青色申告部会の税務支援団
体・地域貢献団体の活動をサ
ポートし、事務運営に協力す
ることにより、国・地方公共
団体、地域社会への貢献や発
展のための一助となり、ひい
ては、商工業の活性化に資す
ることを目的とする。

青色申告部会
　事業参加人数　31名

小規模事業者

指標

事業参加者数


